
 
   国際ロータリークラブ第２６７０地区徳島第２分区 

  美馬ロータリークラブ週報 
 

２０１１年４月５日 火曜日  Vol.２３７ 
 

■ 例会出席者    ２３名（会員総数３０名）            出 席 率 ７６．７％ 
■ メークアップ       ありません                                         
■ ゲスト          
■ 会長挨拶  廣川 公利会長 

桜の花も7分咲き心もはずむ季節となりましたが、大震災の被災された方々を 

思いますと心が痛んでまいります。私たちはどうすれば継続的な支援が出来るか 

考えなくてはと思います。しかし、stagflationの影が日本経済にも見え始めてきそうな 

感じがいたします。現内閣にはspeedyな復興と、経済までもがmeltdownしないように 

お願いしたいものです。 

 

■ 幹事報告  田中 義美幹事 

      到着書類 

・２０１１－２０１２年度青少年短期交換プログラム中止。 

・鴨島、脇町、鳴門RC週報、 

・ガバナー月信、ライト＆ライフ 

 

      連絡事項 

        ・４月１９日は創立記念例会 

        ・東日本大震災の義援金を3月30日ガバナー事務所に送金しました。 

        ・ロータリーレート 1ドル80円 

        ・例会終了後理事会 

         

■ 委員会報告   

 親睦委員会（山内会員） 
会員誕生日・・・伊良原、森、渡川会員 

        奥様誕生日・・・吉田会員 

     結婚記念日・・・青木、青木、木村、浪越、廣川会員 

 

■ 卓  話  

七田会員（雑誌委員長） 

会長のあいさつの中にもまたテーブルの皆さん方の話題も東日本大震災の話題一色のような感じ 

がしています。 

ロータリーの友12月号の中に「備えあれば憂いなし南海地震に備えて」と題し記載されています。 

自分たちの地域も決して例外ではないということを認識し、今までは「まさか」と思っていたことを、 

これからは「もしかしたら」というように、意識改革をしていただきたい。近い将来、南海地震は必ず 

起きます。しかし、災害の実態を正しく認識し、必要な備えを実行することにより被害を半減できます。 

特に、最も大切な「人の命」を救うことができるのです。 

阪神淡路大震災以降私の周りにも防災リュックに防災グッズを入れて枕元に置いている方もたくさん 

おられます。 

           一に我が身の安全  二に火の始末  三に出口の確保 



家の中ではトイレ浴室、一階よりは二階の方がより安全だろうといわれております。 

次に、9月号10月号では世界の水の問題を扱っています。 

地球温暖化の問題ですがシベリアのカラ松、エゾ松がほとんど伐採され、これにより日本企業は 

大きな利潤を得たのです、環境破壊が自分たちの生活につながっていると認識しなければいけない 

と思います。私も森林事業にかかわっている1人ですが、木材の自給率18.4％ちなみに昭和３0年 

頃は90％国産材だったのですが、円高によって今は外材に依存しています。森林を荒廃させないよ 

うに現在、山を整備するためにかなりの予算が使われています。 

ロータリーの友を4月号まで目を通して、お話しをしたのですが、今後気になる記事が出ましたら 

いち早くお伝えしようと思っています。 

■  ニコニコ 
   前田会員･･･４人目の孫ができました。 
   伊良原会員･･･古希をむかえました、定年から１０年あっという間に過ぎました、今日はありがとう 

ございました。 

     廣川会員・・・結婚記念日を迎えこれから５０年６０年とお互いに健康で仲良く暮らしたいと思っています。 

     青木博美会員・・・結婚記念日お祝いありがとうございました。 

     青木茂生会員・・・今日はどうもお祝いありがとうございました。 

     三好会員・・・最近欠席が多くて、出席を頑張ります。 

     戸島会員・・・今日から娘と一緒に診療しています。娘には火曜日の午後と水曜日を任す予定です、 

             という事は私の例会出席率は１００％になるという事です。 

 
■ 欠席者 

     小田、小野、木村、林、藤田、千葉、森 

各会員メークアップをお願いします。 

             

 

■ 次回例会 

    ２０１1年４月１２日（火）  １８：３０より  レストラン西岡 

 


